
 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究協議から得られた改善点や今後の授業に

むけての課題を記入し、次の授業につなげていく

とともに、他の教員が授業する際に、よりよい授

業づくりにむけて活用していく。 

「自分のこととして考える、他の人と考え、議論する授業」に

むけて全教員が同じ視点で教材研究ができるよう共通のシー

ト（Tamai Moral Education シート）で教材研究を行う。

実践 ＴＭＥ22（Tamai Moral Educatio）シートを活用し、全職員でＰＤＣＡサイクルを意識した道徳授業実践と改善 

１ 「自分のこととして考える、他の人と考え、議論する授業」に向けた指導法の工夫 

 ⑴ 多様な指導方法を取り入れる 

  ・読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習    ・問題解決的な学習 

   ・道徳的行為に関する体験的な学習 

ホワイトボードやハートメーターを活用して、生徒の心を見える

化し、議論を深めていく。 

活動によって、４人組やペアなど人数

を工夫したり、コの字型など隊形を工夫

したりして、議論しやすくする。 

２ 道徳の授業を生活につなげる工夫（道徳の見える化シート） 

 

 ⑵ 生徒の考えの「見える化」                    ⑶ 授業形態の工夫 

生徒に「授業を受けて気づいたこと、今

後の決意」など今後の行動宣言をさせ、道

徳的実践へつなげさせる。行動にうつせた

ことがあれば、それを記入させ、教師は、

大いに褒め、認め、励ましていく。 

 「自分のこととして考える、

他の人と考え、議論する授業」

となっていたかを、実際の授業

と TME を基にしながら研究協

議を行う。特に、課題や発問は

適切であったか、議論する場面

での形態は適切であったか協議

する。
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Ⅱ 研究の内容 

 


